
改訂の序

　輸血は全診療科に必須の基礎知識ですが，診療各科の専門知識の習得に忙しく，

医療スタッフに十分理解されていないという現状がありました．そこで５年前に，

自分で読むだけで簡単に「輸血の基本知識を修得できる本」を出版しました．文章

を少なく “チャート（図表）”を多くして，スライドを見ながら講習を受けているよ

うなわかりやすい構成が受け入れられ，多くの施設で医系学生の推薦図書に指定さ

れ，学会認定資格の参考図書にもなりました．さらに，医師国家試験でもセルフア

セスメントテストと類似の内容が出題され，この本の負う責任も重くなってきまし

た．また，血液製剤に関する新しい情報も加える必要性が出てきました．

　そこで，「わかりやすさ」はそのままに「よくわかる輸血学」を改訂することにな

りました．改訂版では①自己血輸血を充実させて，②輸血療法の実際に産婦人科（周

産期）の輸血を追加，③献血とアフェレーシスの章を新設，④血漿分画製剤の適応

を加え，⑤検査の実習では写真と図を増やして，よりわかりやすくしました．また，

⑥セルフアセスメントテストに記述式の問題を加えました．

　この本の内容は，輸血医学の最小限の知識に絞り込んでありますので，輸血の基

本的な知識がおよそ半日で頭の中に整理できます．看護や医学部の学生から，資格

を取る前に輸血の知識を確認したいと考えている看護師や医師の皆さんに広くご利

用いただければと思っています．
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